
　メディアでも取り上げられているように、支援が必要なお子さんや個別対応が必要なお子さんが増えているよ
うに思います。一人ひとりの子どもの状況に応じて丁寧な関わりをしていくためには、規定の職員配置では賄え
ないので基準よりも多く保育士を配置するようにしています。
　それにより、きめ細やかな保育ができるようになり、それがお子さんの育ちと保護者の安心感の向上に繋がっ
ていると思います。自園では、今後も余裕をもって保育士を雇用するようにしていきます。
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Q１．以前と比べ保育士の確保は大変ですか？

Q４．保育補助の方には、どのような業務をお願いしていますか？

Q５．保育士資格をお持ちの方で、ブランクがあったり、初めて実務に就く方が、どんな準備をし
たらよいと思いますか？

　 このところ、藤沢市内でも保育施設がかなり増えていま
す。反面、保育科の学生さんの数は減少しているため、保
育士の確保は難しく、苦慮しています。
　

　非常勤の方の働き方について、子育てなどその方それぞれの事情に合わせ、日数や時間帯など希望に添えるよ
う柔軟に対応し働きやすいよう取り組んでいます。そのため、自園では幅広い年代の方が働いており、それが強
みでもあります。

Q２．働きやすいよう何か取り組みはされていますか？

Q３．お子さんの対応で変化していることはありますか？

　担当保育士と一緒に動きながら、お子さんたちの見守りや、環境整備、教材の準備など保育以外の雑務的なも
のもお願いしています。どの場面においても、やはり保育士だけで行っていくのは厳しいので、保育補助の方が
サポートしてくれると大変助かっています。

　ブランクがあってもウエルカムです♪私たちの園では、一度退職された方も復職してくれています。大切なの
は、「子どもがかわいい」「保育が楽しい」という気持ちです。この気持ちがあれば大丈夫です。
　社会情勢が変わっても、基本的な保育や子育ての指針は変わっていませんが、保育園もICT化が進んでいま
す。日々の子どもたちの様子を保護者の方に配信したり、記録などはパソコン（タブレット）で行っていますの
で、多少扱えるようにしていただけると助かります。

社会福祉法人湘南児童福祉会
神明保育園/藤沢市

2025.8.20


